
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
８
８
回 

 

行
仙
宿
補
給
路
の
整
備
と
行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修 

 

◇
実
施
日 

６
月
２
６
日
（
日
） 

 
 

雨
の
ち
晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
橋
本
梓
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
清
子
、

西
克
、
山
川
自
知
、
児
嶋
道
夫
、
山
口
泰
宏
、
梶
野
照
雄
、
坂
野

良
、
末
原
り
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

  

６
月
１
４
日
の
梅
雨
入
り
後
は
雨
も
少
な
く
、
来
週
の
天
気
予
報
も
晴
が
続 

い
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
も
雨
の
心
配
は
な
い
と
高
を
括
っ
て
い
た
が
、
朝
起 

き
る
と
す
ご
い
雨
が
降
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
で
確
認
す
る
と
２ 

～
３
時
間
で
通
り
過
ぎ
る
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

車
庫
で
雨
具
を
付
け
る 

 
 

 

砕
石
の
荷
揚
げ 

 
 

 
 

 

煙
突
の
状
態 

奈
良
、
大
阪
か
ら
の
４
人
も
す
で
に
出
発
し
て
い
る
時
間
だ
し
、
児
嶋
、
西
の 

お
二
人
か
ら
も
実
施
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
現
地
に
行
っ
て
判
断 

す
る
と
決
め
新
宮
を
出
る
。 

午
前
８
時
半
前
に
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
着
く
。
雨
は
ま
だ
降
っ
て
い
る
の 

で
、
車
庫
の
屋
根
下
で
雨
具
を
付
け
て
準
備
す
る
。 

今
日
は
久
々
に
山
口
さ
ん
、
山
川
自
知
君
、
坂
野
良
君
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。 

坂
野
君
は
近
所
の
知
人
、
末
成
り
な
る
さ
ん
に
声
を
か
け
て
２
人
で
参
加
さ
れ 

た
。
末
成
さ
ん
は
週
一
、
二
回
金
剛
山
の
山
頂
売
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
て 

い
る
そ
う
だ
。 

 

今
日
の
作
業
予
定
な
ど
を
説
明
し
登
山
口
に
向
か
う
。
児
嶋
さ
ん
が
到
着
し 

て
い
な
い
の
で
梶
野
君
と
山
口
さ
ん
に
待
機
し
て
い
た
だ
き
、
９
名
が
登
山
口 

に
着
い
た
。
登
山
口
に
児
嶋
さ
ん
が
一
人
待
っ
て
い
た
。
８
時
半
に
役
場
駐
車 

場
と
連
絡
し
た
の
だ
が
、
通
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

し
ば
ら
く
し
て
梶
野
、
山
口
の
２
名
も
到
着
し
、
補
給
路
に
敷
く
砕
石
の
荷
揚 

を
説
明
。
雨
で
濡
れ
た
土
の
う
袋
は
重
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
決
し
て
無
理 

せ
ず
体
力
に
応
じ
た
荷
揚
げ
を
お
願
い
す
る
。 

こ
の
頃
か
ら
雨
も
止
み
晴
れ
間
も
少
し
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雨
雲
は
通
り 

過
ぎ
た
よ
う
だ
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
各
々
が
土
の
う
袋
を
持
っ
て
登
り
だ
す
。
坂
野
君
と
自 

知
君
は
２
往
復
し
て
１
０
袋
を
持
ち
上
げ
て
く
れ
た
。
お
蔭
で
デ
ポ
し
て
い
た 

袋
は
無
く
な
り
、
改
修
し
た
補
給
路
の
８
割
位
に
砕
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
。 

坂
野
君
と
自
知
君
の
若
さ
の
パ
ワ
ー
に
大
感
謝
だ
。 

 
土
の
う
袋
の
荷
揚
げ
を
終
え
て
小
屋
に
向
か
う
。
初
参
加
の
末
原
さ
ん
は
裸 

足
で
登
っ
て
き
た
。
途
中
で
ヒ
ル
に
や
ら
れ
た
ら
し
く
何
ヶ
所
か
出
血
し
て
い 

る
。
絆
創
膏
を
貼
っ
て
出
血
を
抑
え
た
。 

 

梶
野
、
湯
川
、
坂
野
の
３
名
が
水
場
へ
降
り
、
残
り
９
名
で
小
屋
内
外
の
点 



検
や
整
理
を
行
う
。
児
嶋
さ
ん
は
水
場
径
の
入
り
口
に
あ
る
鳥
居
風
の
門
を
造 

り
か
え
る
と
寸
法
を
測
り
、
小
屋
内
の
梁
に
あ
る
丸
太
を
降
ろ
し
始
め
た
。 

 

午
前
１
１
時
３
０
分
に
な
り
早
め
の
昼
食
を
摂
る
。
梶
野
君
は
昼
食
も
そ
こ 

そ
こ
に
屋
根
に
上
が
っ
て
煙
突
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ス
ト
ー
ブ
内
に
少 

し
水
が
入
っ
て
い
た
が
使
用
に
問
題
は
無
い
よ
う
だ
。 

 

午
後
は
沖
崎
、
児
嶋
、
大
江
、
畑
林
の
４
名
が
小
屋
に
残
り
、
他
の
８
名
で 

行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修
を
行
う
。 

 
 

 
 

 

行
仙
岳
山
頂 

 
 
 
 

 

４
段
補
修 

 
 
 

 
 
 

 

１
０
段
補
修 

大
江
、
畑
林
の
お
二
人
は
不
用
品
な
ど
の
分
別
や
掃
除
。
児
嶋
さ
ん
は
鳥
居
材 

と
な
る
丸
太
を
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
近
く
へ
運
ぶ
。
沖
崎
は
便
槽
の
汲
み
出
し
を 

１
５
０
杯
近
く
行
っ
た
。 

午
後
２
時
過
ぎ
、
行
仙
岳
北
側
か
ら
８
名
が
戻
っ
て
き
た
。
昨
年
の
補
修
個
所 

よ
り
山
頂
側
で
１
０
段
、
山
頂
の
す
ぐ
下
で
４
段
の
補
修
を
行
っ
た
そ
う
だ
。 

午
後
２
時
半
過
ぎ
に
下
山
を
始
め
る
。
途
中
の
送
電
鉄
塔
下
か
ら
小
石
を
拾
い 

集
め
て
、
各
自
バ
ケ
ツ
で
伐
採
地
の
補
給
路
に
運
ん
だ
。
こ
れ
で
本
日
の
予
定 

作
業
は
終
了
し
た
。  

 
 
 

 

雨
上
が
り
の
笠
捨
山 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

 

下
山
完
了 

 

雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
ど
こ
ま
で
作
業
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
モ
ノ
レ 

ー
ル
終
点
に
あ
っ
た
土
の
う
袋
は
全
部
荷
揚
げ
で
き
た
の
で
、
補
給
路
の
補
修 

も
目
途
が
立
っ
て
き
た
。
行
仙
岳
北
側
の
段
差
も
１
０
数
段
補
修
で
き
た
の
で 

成
果
の
大
き
い
一
日
だ
っ
た
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
特
に
坂
野
君
と
山
川
君
の
参
加
で
予
想
以
上 

に
進
捗
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

今
年
の
梅
雨
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
心
配
な
の
は
暑
さ 

と
こ
の
後
に
控
え
て
い
る
台
風
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 
行
動
タ
イ
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下
北
山
村
役
場
駐
車
場
→09
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補
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路
登
山
口
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モ
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レ

ー
ル
終
点
→10

：08

補
修
個
所
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行
仙
岳
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補
給
路
登
山
口 


